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医薬基盤研究所

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所の概要

国立健康・栄養研究所

大阪府
茨木市

東京都
新宿区

平成17年
設立

大正9年
設立

創 薬

運 動

栄 養
多様なバックグランドの研究者
幅広い研究領域について、

シナジー展開

統合的に研究を進める
我が国唯一の
公的研究機関

①医薬品開発の基盤的技術の研究、研究による創薬への支
援

②生物資源に関する研究、研究による創薬への支援

③オーファンドラッグなど医薬品開発の振興

④健康の保持・増進に関する調査と研究

⑤栄養や食生活に関する調査と研究

⑥食品の栄養素と人間の身体機能との関連に関する試験

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所の概要

平成２７年４月１日
統合

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所

Medical Science Health Science



1920年 栄養研究所設置（内務省）
（初代所長・佐伯 矩博士）

1924年 栄養学校創設
1926年 最初の栄養士(第一期卒業生）

1945年 栄養士制度（栄養士規則）

1946年 国民栄養調査
（2003年国民健康・栄養調査)

1962年 管理栄養士

2015年 国立研究開発法人
医薬基盤・健康・栄養研究所

佐伯矩博士(栄養学の父）

世界ではじめて
・国立の栄養研究所を創設
・栄養士の創設

「営養」 ⇒ 「栄養」

貧困・食糧難
・栄養失調

VB不足による脚気
⇒ 7分づきの米

栄養リテラシー
・メタボ

・サルコペニア・フレイル
・若年女性のやせ
・新生児低体重

低栄養

低栄養

過栄養

VA
VB

VD
VE1923年 関東大震災

国立健康・栄養研究所の歴史



500人

栄養・運動介入
エビデンスの確立

確立 拡散

佐伯矩博士

苦労して国立栄養研究所を創設
⇒ 国内の栄養改善が国の力ですぐ広範囲に実施できる！

1000万人
10兆円

社会実装 (目に見える成果へ）
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あなたは健康ですか？



【ＷＨＯの定義】

Health is a dynamic state of complete physical, mental,spiritualy
and social well-being and not merely the absence of disease or 
infirmity .

健康とは、病気でないとか、弱っていないということでなく、
肉体的にも精神的にもスピリッチュアルにも、そして社会的にも
すべてが満たされた状態にあること。（日本ＷＨＯ協会訳より）

そもそも「健康」って何でしょう？
○からだが思い通りに動くこと？

○こころがすっきりしていること？

○病気でないこと？



◇余命との相関

◇要介護への移行

肉体

精神 社会

●フレイルとは？

加齢とともに心身の活力（運動機能や認知機能等）が低下し、複数の慢性疾患の併存など
の影響もあり、生活機能が障害され、心身の脆弱性が出現した状態であるが、一方で適切
な介入・支援により、生活機能の維持向上が可能な状態像

高齢者におけるフレイルの重要性



45

50

55

60

65

70

75

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

体重が増えないように
コントロールしましょう！

国民健康・栄養調査（平成27年）より作成

(kg) 男性平均体重

メタボ

フレイル
変
曲
点 体重が減らないように

コントロールしましょう！

メタボ・フレイルの重要性

【指標】
エネルギー摂取量



「指標」のパラダイムシフト



遺伝子多型共生微生物免疫指標 生活習慣 生理指標

ゲノムワイド
関連解析
（GWAS）など

食事（＋BDHQによる
各栄養素摂取情報）、
睡眠、運動、服薬

身体活動（骨密度、血圧、
筋肉、脂肪、血液など）
体力（筋力、柔軟性など）

統合データベース（NEXIS DB）の作成

サイトカイン、
抗体、代謝物
など

メタボローム

NIBIOHNで進める腸内細菌叢に関する研究

腸管免疫
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健康な約1,000名の生活習慣・健診情報
＋血液、DNA＋糞便（保存液、凍結）

両研究所の
シナジー研究

NIBIOHNのコホート研究

医薬基盤研究所 国立健康・栄養研究所

睡眠

食事 運動



Tripette, Miyachi et al. BMC Res Note. 7:567, 2014

Miyachi et al. Med Sci Sports Exerc. 42(6):1149-53, 2010

任天堂Wii Fit Plus
⇒ エネルギー消費量の表示機能

・医療費削減のためには、国民全体の健康レベルを上げることが重要
・「健康」を唱うことで健康に気を遣う人は反応するが、健康に気を遣わない人は反応しない

健栄研におけるこれまでの事例

厚生労働省
『健康寿命をのばそうアワード』受賞

スタンディングデスク

Miyachi et al. BMC Public Health, 15:368, 2015

国民全体の健康の水準を向上させるためには、むしろ、健康を意識しないところで健康にさせる仕掛けが重要

⇒身体活動量増加、腹囲減少の効果を確認

「運動」に関するコラボレーション事例

身体不活動の改善



「健康」のターゲット層

「健康」のワードが効果的なグループ 本当に変えたいターゲットはむしろこちら

健康に関心の低い層

健康を崩し医療費に依存する確率が潜在的に高い



ヘルスケア・ソーシャルマーケティングのターゲット

• 従来着目されているアーリー・アドプター、アーリー・マジョリティについ
ては「ヘルスケア産業」のターゲット層

• 例えば、従来からある健康食品・サプリ、健康機器の購買層

• ソーシャル・マーケティングの観点では、健康に興味が無い、押しつけが嫌いな層
（レイト・マジョリティ、ラガード）に対し訴求し行動変容させるかが課題

「楽しい」
「得する」

「かっこいい」
「かわいい」

「きれいになる」
「もてる」

継続的に実行させる

人間の欲求を満たすことで行動させる（行動変容）

欲求を満たし継続的に行動させる

行動を通して健康の増進・保持

個人のＱＯＬの向上・保持、社会保障費の削減



幸手モデル

地域包括ケア（高齢者が人生の最期まで住み慣れた
地域で暮らし続けるため、医療、介護等が連携して
地域の特性に合わせた支援体制）の先端事例として
紹介されている取り組み。

・高度経済成長期に移住してきた段階世代の高齢化
・人口一人あたりの医師数が全国最低レベル
・医療・介護施設の不足が切迫する危機的問題

・東埼玉病院と参加の訪問介護ステーションが中心となって、

地域の医療機関・会議機関と連携

社会との関係性が薄く健康を害しやすい男性をターゲット

・高齢者男性の社会との関係性を再構築する
・医療を身近に感じ早期に医療機関にかかる

「看護師さんがホステス！？」



ＷＨＯ ＷＨＡＴ ＨＯＷ

従 来 今 後

ＷＨＯ
健康に意識の高い層
（ﾊｲﾘｽｸ・ｱﾌﾟﾛｰﾁ）

健康に意識の低い層を含む
広い層

（ﾎﾟﾋﾟｭﾚｰｼｮﾝ・ｱﾌﾟﾛｰﾁ）

ＷＨＡＴ
健康である（になる）
サービス・製品

「楽しい」等欲求を刺激する
サービス・製品

ＨＯＷ
説得形
危機訴求

健康は敢えて言わない
幸福訴求



デザイン

ビジネスサイエンス科学を追求する力 科学をカタチにする力

社会にとって望ましい姿を構想する力
「ビジネス」と「サイエンス」を統合する力
両方の視点を行き来しながら研究を進める力
他分野の研究と連携・融合できる力

「サイエンス」「ビジネス」とそれらをつなぐ「デザイン」の三位一体の能力を有する研究者を育成

デザイン

ヘルス

サイエンス

メディカル

サイエンス

医薬基盤
研究所

国立健康・栄養
研究所

分野を横断できる能力

インキュベーション
オーガナイゼーション
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医薬健栄研が求める研究者の能力



ご清聴ありがとうございました。

詳しい研究内容等はホームページからもご覧ください。

http://www.nibiohn.go.jp/


